
（
5
1
）
　
清
色
亀
鑑
七
号
で
は
「
筑
前
国
早
良
郡
長
尾
郷
内
田
畠
屋
敷
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
竺
　
瀬
野
氏
注
（
1
）
論
文
三
三
六
貢
。

（
竺
　
相
田
氏
注
（
2
）
著
書
三
〇
二
～
三
貢
。

（
5
4
）
　
入
来
院
家
文
書
八
四
号
。

（
5
5
）
　
注
（
5
3
）
。

9
　
）1
7
の
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（
1
5
）

渡
辺
文
吉
「
郷
土
の
地
名
を
残
そ
う
1
ゆ
れ
動
い
た
中
世
の
勢

力
圏
　
入
来
院
渋
谷
氏
と
筑
前
樋
井
郷
所
領
」
　
（
『
ふ
る
さ
と
の
自

然
と
歴
史
』
六
五
号
）
。
地
名
の
比
定
に
つ
い
て
は
板
楠
和
子
氏
の

御
教
示
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
地
名
の
現

地
比
定
に
つ
い
て
は
、
本
報
告
書
山
崎
純
男
氏
執
筆
分
を
参
照
の

こ
と
。

（
i
6
）

（
1
7
）

（
i
8
）

（
i
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
）

（
2
8
）

（
2
9
）

（
3
0
）

入
来
院
家
文
書
六
九
号
。

同
前
六
八
号
。

同
前
五
八
号
。

同
前
八
三
号
。

同
前
一
八
四
号
。

同
前
一
九
四
号
。

同
前
八
六
号
。

同
前
八
七
号
。

同
前
八
五
号
。

同
前
四
七
号
。

「
正
任
記
」
文
明
十
年
十
月
二
日
条
（
『
大
日
本
史
料
』
八
編
之

十）。同
前
文
明
十
年
十
月
十
八
日
条
。

同
前
文
明
十
年
十
月
十
三
日
条
。

同
前
文
明
十
年
十
月
十
八
日
条
。

文
明
三
年
三
月
三
十
日
宗
貞
国
宛
行
状
（
『
長
崎
県
史
』
史
料
編

一
）
。

（
3
1
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
大
内
氏
の
筑
前
国
支
配
1
義
弘
期
か

ら
政
弘
期
ま
で
1
」
（
『
九
州
中
世
史
研
究
』
第
一
輯
）
参
照

（
聖
　
人
来
院
家
文
書
八
三
号
渋
谷
重
門
譲
状
。

（
鬱
　
瀬
野
氏
注
（
1
）
論
文
三
三
五
～
六
貢
。

（
型
　
岡
元
家
文
書
三
三
号
。

（
3
5
）
　
同
前
二
九
号
。

（
3
6
）
　
同
前
五
号
。

（
3
7
）
　
『
入
来
文
書
』
附
録
諸
氏
系
図
H
。

（
翌
　
「
入
来
院
氏
系
図
」
の
弥
陀
童
の
箇
所
に
「
重
基
室
、
後
為
尼
、

号
顕
心
」
と
あ
る
。

（
3
9
）
　
入
来
院
家
文
書
六
八
号
。

（
4
0
）
　
岡
元
家
文
書
七
一
号
。

（
4
1
）
　
入
来
院
家
文
書
九
号
。

（
4
2
）
　
岡
元
家
文
書
二
九
号
。

（
竺
　
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
巻
之
二
十
一
、
早
良
郡
下
、
太
平
寺
址
。

（
4
4
）
　
岡
元
家
文
書
一
二
号
。

（
竺
　
「
入
来
院
氏
系
図
」
で
は
「
重
尚
」
と
出
て
い
る
が
、
重
久
と

同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。

北
）
　
相
田
氏
注
（
2
）
著
書
三
〇
五
～
六
頁
。

（
4
7
）
　
入
来
院
家
文
書
四
八
1
二
号
。

（
4
8
）
　
同
前
八
四
号
。

（
4
9
）
　
同
前
九
八
号
お
よ
び
寺
尾
家
文
書
一
〇
号
。

（
5
0
）
　
清
色
亀
鑑
七
号
。

0
0
）1
8
出



ど
う
か
は
こ
の
史
料
か
ら
で
は
確
定
で
き
な
い
。
弘
安
蒙
古
合
戦
恩
賞

地
の
田
地
の
規
模
は
、
十
町
、
五
町
、
三
町
の
三
段
階
が
あ
っ
た
こ
と

（53）

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
田
数
二
町
と
い
う
の
は
他
に
類
例
が
な
い
。
渋

（54）

谷
惟
重
遺
領
注
進
状
案
に
「
田
地
拾
町
内
」
あ
る
い
は
「
屋
敷
四
ヶ
所

内
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
恩
賞
地
は
元
来
、
弘
安
合
戦
第
二
回
配

分
恩
賞
地
の
最
大
規
模
に
あ
た
る
田
地
十
町
・
屋
敷
四
ヶ
所
・
島
地
一

（55）

町
八
反
に
準
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
注
進
状
に
書
き
上

げ
ら
れ
た
惟
重
遺
領
田
地
二
町
・
畠
二
反
．
屋
敷
一
所
は
そ
の
一
部
に

あ
た
る
の
で
あ
る
。
瀬
野
氏
の
よ
う
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
田
地
二
町
・

白
田
二
反
・
屋
敷
一
所
以
外
の
、
田
地
八
町
・
島
地
・
屋
敷
三
所
は
、
当

時
不
知
行
と
な
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
別
人
に
譲
与
さ
れ
て
い
た
か

の
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
解
釈
も
可
能

で
あ
る
。
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
輸
本
数
重
跡
恩
賞
地
下
長
尾
十

町
の
う
ち
、
弥
陀
童
（
顕
心
）
　
お
よ
び
定
円
の
知
行
分
計
六
町
は
庶
流

岡
本
氏
に
伝
来
し
、
一
町
は
長
尾
太
平
寺
に
寄
進
さ
れ
た
。
残
る
辰
童

（
明
心
）
分
三
町
は
、
一
町
が
そ
の
女
子
虎
光
に
譲
ら
れ
た
が
、
残
る

二
町
分
は
誰
に
譲
与
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
検
討
し
て

き
た
惟
重
遺
領
田
地
二
町
が
こ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
惟
重
遺
領
下
長
尾
庄
田
地
二
町
以
下
は
、
何
ら

か
の
事
情
に
よ
っ
て
致
重
跡
十
町
の
一
部
を
相
伝
し
た
と
い
う
解
釈
で

あ
る
。
い
ず
れ
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
る
か
は
、
今
後
の
検
討
を
ま
た
ね

ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
（
以
下
次
号
）

注

（
1
）
　
瀬
野
精
一
郎
「
鎌
倉
御
家
人
と
元
冠
恩
賞
地
」
　
（
同
氏
『
鎮
西
御

家
人
の
研
究
』
第
四
章
第
一
節
）
　
三
一
八
～
三
二
四
貢
。

（
2
）
　
相
田
二
郎
『
蒙
古
襲
来
の
研
究
』
第
八
章
お
よ
び
注
（
1
）
瀬
野

論
文
。

（
2
）
　
同
前
。

（
4
）
　
石
井
進
「
九
州
諸
国
に
お
け
る
北
条
氏
所
領
の
研
究
」
　
（
竹
内
理

三
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
荘
園
制
と
武
家
社
会
』
）
。

（
5
）
　
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
巻
之
二
十
二
早
良
郡
下
、
樋
井
郷
。

（
6
）
　
入
来
院
家
文
書
四
九
号
（
朝
河
貫
一
編
『
入
来
文
書
』
所
収
。

以
下
、
入
来
院
家
文
書
・
岡
元
家
文
書
・
寺
尾
家
文
書
・
清
色
亀

鑑
等
の
渋
谷
氏
関
係
文
書
は
全
て
本
刊
本
に
よ
る
。
）
。

（
7
）
　
祢
寝
文
書
－
〇
五
号
（
川
添
昭
二
編
『
祢
寝
文
書
』
）
。

（
8
）
　
入
来
院
家
文
書
二
二
八
号
。

（
9
）
　
瀬
野
精
一
郎
氏
注
（
1
）
論
文
。

（
1
0
）
　
阿
蘇
文
書
応
永
二
十
四
年
九
月
三
十
日
渋
川
道
鏡
書
下
（
『
阿
蘇

文
書
』
一
）
。

（
ⅱ
）
　
入
来
院
家
文
書
四
九
号
。

8
1
畑

1
　
（

岡
元
家
文
書
三
二
号
「
渋
谷
氏
系
図
」
。

同
前
。

本
文
書
に
よ
る
は
∵
島
地
は
「
一
所
八
段
」
と
あ
る
が
、
若
国

名
内
の
島
地
は
二
筆
分
計
六
反
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
の
数
字
が
誤

り
と
考
え
ら
れ
る
。
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寄
進
状
の
よ
う
に
渋
谷
氏
か
ら
太
平
寺
へ
田
地
を
寄
進
し
た
も
の
で
は

な
く
、
寺
院
へ
の
寄
進
以
前
に
寄
進
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
文
書
で
あ

る
。こ
の
史
料
に
み
え
る
四
郎
太
郎
重
久
は
、
「
入
来
院
氏
系
図
」
に
よ
る

と
有
重
・
致
重
の
弟
で
あ
り
、
兄
有
重
と
共
に
弘
安
の
役
で
戦
死
し
た

（45）
と
い
う
。
相
田
二
郎
氏
は
、
蒙
古
合
戦
勲
功
地
が
寺
社
に
寄
進
さ
れ
る

事
例
が
多
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
こ
う
し
た
寄
進
行
為
は
、
勲
功
賞
拝

領
を
神
祇
へ
祈
謝
す
る
た
め
や
、
拝
領
者
・
戦
没
者
の
菩
提
を
弔
う
た

（46）

め
に
な
さ
れ
た
と
さ
れ
た
。
こ
の
渋
谷
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
致
重
跡

恩
賞
地
の
太
平
寺
へ
の
寄
進
は
、
後
者
の
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
一
町
地
が
こ
の
時
完
全
に
太
平
寺
領
と
な
り
、
太
平
寺
の

進
止
下
に
入
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
文
中
に
「
若
又
御
言
入
僧
不
法
之

（
自
カ
）

時
者
、
□
□
可
改
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
進
止
権
は
あ
く
ま
で
も
領
主

渋
谷
氏
側
に
留
保
さ
れ
て
い
た
。
貞
和
五
年
（
三
一
四
九
）
閏
六
月
二

（47）

十
三
日
の
虎
一
丸
（
重
継
）
宛
重
勝
譲
状
に
み
え
る
「
筑
前
国
比
伊
郷

修
理
免
禅
俊
比
丘
尼
跡
」
は
、
太
平
寺
の
修
理
免
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。宙

　
渋
谷
惟
重
遺
領

（48）

嘉
暦
三
年
十
二
月
二
十
一
日
渋
谷
惟
重
遺
領
注
進
状
案
に
下
長
尾
圧

が
出
て
い
る
。

一
、
筑
前
国
早
良
郡
下
長
尾
庄

田
地
拾
町
内

弐
町
　
　
当
知
行
分

島
弐
段
　
当
知
行
分

屋
敷
四
ヶ
所
内

当
知
行
分

一
所
検
校
次
郎

こ
の
注
進
状
は
惟
重
の
子
重
広
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
翌
嘉
暦
四
年
五
月
に
そ
の
弟
重
名
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
渋
谷
惟

（49）

重
遺
領
等
注
進
状
案
に
も
、

三
筑
前
国
早
良
郡
下
長
尾
庄
内

田
地
二
丁

島
　
二
段

屋
敷
一
所

と
い
う
よ
う
に
、
同
様
の
記
載
が
あ
る
。
当
時
、
重
広
と
重
名
が
惟
重

（50）

遺
領
を
め
ぐ
っ
て
相
論
中
で
あ
っ
た
た
め
に
、
両
者
に
よ
っ
て
遺
領
注

進
状
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
注
進
状
か
ら
、
渋
谷
氏
の
庶
家

（51）

寺
尾
氏
の
一
族
惟
重
が
、
下
長
尾
庄
田
地
十
町
内
二
町
・
島
地
二
反
・

屋
敷
四
ヶ
所
内
一
ヶ
所
を
知
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
瀬
野
精
一

郎
氏
は
、
こ
の
所
領
を
「
渋
谷
惟
重
が
蒙
古
合
戦
勲
功
賞
と
し
て
正
応

元
年
十
月
三
日
に
配
分
さ
れ
た
も
の
に
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
さ

（52）
れ
た
。
た
し
か
に
そ
の
可
能
性
は
高
い
が
、
い
ま
一
つ
の
可
能
性
も
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
所
領
が
蒙
古
合
戦
恩
賞
地
で
あ
る
こ
と
は
瀬
野
氏
の
指
摘
さ
れ

る
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
恩
賞
の
被
給
者
が
渋
谷
惟
重
で
あ
る
か

2
）

8
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貞
和
三
年
三
月
六
日

平
重
勝
在
判

尼
顕
心

沙
弥
定
円
在
判

つ
ま
り
、
一
旦
重
勝
に
譲
ら
れ
た
致
重
跡
恩
賞
地
下
長
尾
水
田
の
う

ち
二
町
七
反
と
刑
部
次
郎
屋
敷
一
宇
は
養
子
の
若
王
丸
に
譲
与
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
、
致
重
跡
恩
賞
地
は
田
地
十
町
だ
け
で
な

く
、
刑
部
次
郎
屋
敷
と
い
う
屋
敷
地
を
含
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
観
応
二
年
　
（
一
三
五
一
）
　
七
月
三
十
日
に
は
、
足

利
直
冬
か
ら
重
勝
が
、
亡
母
顕
心
・
亡
父
重
基
の
譲
状
に
任
せ
て
筑
前

（41）

国
下
長
尾
田
白
田
屋
敷
地
頭
職
等
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
一
族
内
部
で
は

譲
与
し
て
い
て
も
、
そ
の
所
領
に
対
す
る
進
止
権
は
惣
領
重
勝
が
留
保

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
翌
年
の
観
応
三
年
、
重
勝
は
次
の
よ
う

（42）

な
避
文
を
出
し
た
。

（長）

筑
前
国
早
良
郡
比
伊
郷
下
永
尾
事
、
亡
父
定
円
存
生
之
時
、
重
勝
安

堵
申
給
畢
、
任
定
円
・
顕
心
譲
状
、
拾
町
分
内
陸
町
所
避
渡
也
、
仇

為
後
日
状
如
件
、

観
応
三
年
四
書
十
九
日

（
重
興
）

渋
谷
九
郎
左
衛
門
尉
殿

重
勝
（
花
押
）

惣
領
の
重
勝
は
、
下
長
尾
を
重
基
の
生
存
中
に
安
堵
さ
れ
て
い
た
が
、

定
円
・
顕
心
の
譲
状
に
任
せ
て
下
長
尾
六
町
を
重
興
に
避
り
渡
し
た
の

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
定
円
・
顕
心
の
譲
状
に
、
下
長
尾
十
町
内
六
町

つ
ま
り
両
者
の
配
分
地
各
三
町
を
合
わ
せ
た
所
領
を
重
興
に
譲
る
旨
の

記
載
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
先
に
引
用
し
た
貞

和
三
年
三
月
六
日
定
円
・
顕
心
・
重
勝
連
署
譲
状
の
宛
所
若
王
丸
は
重

興
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
避
文
に
よ
っ
て
、
致
重
跡
恩
賞
地
下
長
尾
十

町
内
六
町
は
渋
谷
氏
惣
領
の
手
を
離
れ
、
庶
家
岡
本
氏
領
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
は
遠
隔
地
所
領
の
知
行
が
実
質
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
の

で
、
避
り
渡
し
た
重
勝
に
と
っ
て
実
質
的
な
損
失
は
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
致
重
跡
恩
賞
地
の
う
ち
六
町
は
、
惣
領

重
勝
を
経
て
、
庶
家
岡
元
重
興
、
そ
の
子
尚
重
へ
と
伝
来
し
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
尚
重
以
降
ど
の
よ
う
に
伝
来
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

こ
れ
以
降
の
史
料
に
下
長
尾
六
町
が
見
出
せ
な
い
の
で
、
南
北
朝
期
に

退
転
し
て
不
知
行
と
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

次
に
、
長
尾
泰
平
寺
　
（
太
平
寺
）
　
に
寄
進
さ
れ
た
致
重
跡
恩
賞
地
一

町
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
太
平
寺
は
早
良
郡
桧
原
村
に
あ
っ
た
禅
宗

寺
院
で
あ
る
が
、
近
世
の
宝
永
期
に
は
す
で
に
廃
絶
し
て
、
そ
の
址
が

（43）

残
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
寺
院
に
致
重
跡
一
町
が
寄
進
さ
－
れ
た
の

（44）

は
、
次
の
史
料
か
ら
推
定
で
き
る
。

（
端
裏
書
）

「
寄
進
状
比
伊
郷
水
田
学
事
」

蒙
仰
候
四
郎
太
郎
重
久
□
孝
養
筑
州
比
伊
郷
内
水
田
壱
町
事
、
何
僧

（

哉

カ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

自

）

仁
も
可
令
進
給
候
口
、
若
又
御
口
入
僧
不
法
之
時
者
、
D
□
可
改
候
、

恐
憧
謹
言
、

延
慶
二
年
十
二
月
廿
九
日
　
　
平
重
口

進
上
　
岡
本
殿

こ
の
文
書
は
端
裏
書
に
　
「
寄
進
状
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
通
常
の

3
　
）。
。
　
。
。

1

　

（
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三
町
内
　
一
町

と
ら
ミ
ッ
ロ

鮎
女
　
口

母

　

口

定
賀
　
1
－
1
　
尚
重

る
が
、
重
氏
の
箇
所
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

重
氏
　
1
l
－
l
　
女
子

－

　

寅

三

　

岡

本

重

興

室

　

母

致

童

女

女
子

此
内
一
町
ハ
長
尾
泰
平
寺
寄
進

弘
安
合
戦
で
討
死
し
た
渋
谷
致
重
に
は
、
有
重
同
様
そ
の
跡
に
対
し

て
下
長
尾
十
町
の
恩
賞
地
が
配
分
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
下
長
尾
は
、

（

3

5

）

　

　

　

　

　

　

　

（

長

）

観
応
三
年
（
二
二
五
二
）
　
の
史
料
に
「
早
良
郡
比
伊
郷
下
永
尾
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
比
伊
郷
内
の
地
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
引
用
し

た
相
伝
系
図
に
よ
る
と
、
こ
の
致
重
跡
恩
賞
地
下
長
尾
十
町
は
、
女
子

の
辰
童
（
明
心
）
・
弥
陀
童
（
顕
心
）
姉
妹
お
よ
び
惣
領
定
円
（
重
基
）

に
各
三
町
ず
つ
配
分
さ
れ
、
残
る
一
町
は
地
元
の
泰
平
寺
（
太
平
寺
）

に
寄
進
さ
れ
た
。
辰
童
・
弥
陀
童
姉
妹
は
、
恩
賞
地
配
分
後
、
亡
父
の

遺
領
を
め
ぐ
っ
て
相
諭
し
た
が
、
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
八
月
二
十

（36）

八
日
に
和
与
し
て
い
る
。
相
論
当
事
者
お
よ
び
惣
領
に
均
等
に
三
町
ず

つ
配
分
さ
れ
た
の
は
そ
の
結
果
で
あ
ろ
う
°
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、

致
重
跡
へ
の
配
分
状
に
は
、
有
重
跡
へ
の
配
分
状
と
同
じ
く
、
相
続
人

の
名
前
が
記
さ
れ
た
だ
け
で
、
各
人
へ
の
配
分
数
は
記
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

姉
辰
童
の
相
続
分
三
町
の
う
ち
一
町
は
虎
光
女
に
譲
与
さ
れ
た
。
「
入

（37）

来
院
氏
系
図
」
に
よ
る
と
、
辰
童
（
明
心
）
は
重
氏
の
室
と
な
っ
て
い

こ
れ
は
、
先
の
下
長
尾
相
伝
系
図
の
記
事
と
符
合
す
る
。
つ
ま
り
、

重
興

明

心

　

　

＝

許
1
－
女
…
光
（
寅
三
）

と
い
う
系
譜
関
係
に
な
り
、
虎
光
は
母
明
心
か
ら
三
町
の
う
ち
一
町
分

を
譲
得
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
下
長
尾
一
町
は
、
虎
光
が
渋
谷
（
岡
本
）

重
興
の
妻
と
な
っ
た
た
め
、
渋
谷
氏
の
庶
流
岡
本
氏
に
伝
来
し
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
阿
陀
童
（
顕
心
）
　
お
よ
び
惣
領
定
円
に
伝
来
し
た
各

三
町
は
、
相
伝
系
図
に
よ
る
と
い
ず
れ
も
定
賀
（
重
興
）
を
経
て
尚
重

（38）

に
伝
来
し
た
。
こ
れ
は
、
顕
心
が
定
円
の
妻
と
な
っ
た
た
め
に
、
両
者

の
恩
賞
地
が
合
一
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
惣
領
定
円
に
伝
来
し
た
下
長

尾
三
町
は
、
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
十
一
月
二
十
六
日
の
重
勝
宛
定

（
3
9
）
　
（
早
良
）

円
譲
状
に
「
佐
波
鹿
部
内
長
尾
」
と
見
え
、
子
の
重
勝
に
一
旦
譲
与
さ

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

れ
た
が
、
翌
年
次
の
よ
う
な
文
書
が
出
さ
れ
た
。

譲
与
　
所
領
事

若
王
丸
所

（早）

筑
前
国
相
鹿
部
内
下
長
尾
水
田
弐
町
七
段
・
同
刑
部
次
郎
屋
敷

云
々
、

右
所
領
者
、
依
為
弘
安
合
戦
勲
功
、
令
相
伝
之
間
、
養
子
若
王
丸
所

譲
与
也
、
至
諸
御
公
事
者
、
任
先
例
、
可
令
勤
仕
之
状
如
件
、

4

　

＼

－

′

°

。

　

7

1

　

／

．

、

、



で
に
安
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

室
町
期
以
降
の
渋
谷
氏
の
譲
状
に
も
柏
原
水
田
・
屋
敷
は
見
え
、
応

永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
十
一
月
十
五
日
に
重
頼
か
ら
子
息
菊
五
郎
丸

（22）

（
重
長
）
　
へ
、
同
三
十
年
二
四
二
三
）
　
八
月
十
六
日
に
重
長
か
ら
子

（23）

息
初
五
郎
丸
（
重
茂
）
　
へ
、
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
　
二
月
二
十
七
日

（24）

に
重
長
か
ら
孫
の
菊
五
郎
丸
（
重
豊
）
　
へ
、
永
伝
元
年
（
延
徳
二
年
目

（25）

一
四
九
〇
）
八
月
二
十
一
日
に
は
重
豊
か
ら
子
息
又
五
郎
重
聡
へ
、
そ

れ
ぞ
れ
他
の
重
代
相
伝
の
所
領
と
と
も
に
譲
ら
れ
た
。
こ
の
延
徳
二
年

以
降
の
史
料
に
は
柏
原
水
田
．
屋
敷
の
記
載
は
見
え
な
い
。
そ
れ
で
は
、

こ
の
延
徳
二
年
ま
で
同
所
の
知
行
が
渋
谷
惣
領
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

い
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
渋
谷
氏
重
代
の
譲
状
に
は
、
薩
摩
国
内
の
所
領
の
ほ
か
、
筑
前
．

筑
後
・
甲
斐
・
美
作
・
相
模
な
ど
の
相
伝
の
所
領
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
時
期
に
こ
れ
ら
の
遠
隔
地
所
領
の
知
行
が
な
さ
れ
て
い
た
と
は
考
（26）

え
が
た
い
。
応
仁
・
文
明
期
に
は
す
で
に
、
柏
原
の
近
隣
に
あ
る
片
江
村
、

（
2
）
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
（
3
0
）

片
江
郷
、
比
原
（
桧
原
）
村
、
比
原
郷
、
長
尾
な
ど
が
大
名
領
国
の
知

（31）

行
制
の
中
に
包
摂
さ
れ
、
大
名
家
臣
へ
の
知
行
地
と
化
し
て
い
る
。
お

そ
ら
く
柏
原
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
建

徳
二
年
の
重
門
譲
状
か
ら
延
徳
二
年
の
重
豊
譲
状
ま
で
は
、
文
言
が
画

一
的
で
、
「
重
門
以
後
所
領
之
事
、
錐
有
数
輩
之
兄
弟
、
守
其
器
用
、
惣

領
一
大
仁
一
所
ヲ
モ
不
残
可
譲
与
之
也
、
若
背
此
旨
、
所
領
ヲ
於
分
与
数
子

（
型

之
聾
者
、
不
可
有
重
門
之
子
孫
」
と
い
う
よ
う
な
文
言
が
必
ず
見
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
渋
谷
氏
が
惣
領
制
の
危
機
を
乗
り
き
る
た
め
に
、
従
来

の
分
割
相
続
か
ら
惣
領
単
独
相
続
へ
の
転
換
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
「
重
代
相
伝
」
　
の
散
在
所
領
は
全
て
が
当
知
行
で
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
惣
領
の
優
越
性
を
象
徴
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
弘
安
合
戦
恩
賞
地
で
あ
る
渋
谷
有
重
跡
の
比
伊

郷
内
所
領
の
知
行
は
、
南
北
朝
期
に
は
動
揺
し
、
渋
谷
氏
側
は
九
州
探

題
を
頼
っ
て
所
領
の
確
保
を
図
っ
た
が
そ
れ
も
安
定
せ
ず
、
南
北
朝
後

期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
、
そ
の
知
行
は
有
名
無
実
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。日

　
渋
谷
致
重
跡
恩
賞
地

次
に
有
重
の
弟
致
重
へ
の
比
伊
郷
内
恩
賞
地
の
動
向
を
み
よ
う
。
致

重
に
対
す
る
恩
賞
地
配
分
状
は
現
存
し
な
い
が
、
瀬
野
精
一
郎
氏
も
指

（33）

摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
致
重
に
対
し
て
筑
前
国
下
長
尾
の
田
地
が
配
分
さ

（34）

れ
た
。
次
の
史
料
は
そ
の
伝
来
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。

（
端
裏
書
）

「
下
長
尾
系
図
」

筑
前
国
下
長
尾
田
地
十
町
相
伝

系
図

渋
谷
平
五
郎
　
弘
安
合
戦
討
死
忠
二
給

5
　
）

8
　
6

1
　
（



題間諸る
．くめを跡遺し．K原拍車7第

こ
の
配
分
状
を
表
に
し
て
み
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
三
名
の
有
重
跡

に
与
え
ら
れ
た
比
伊
郷
内
の
配
分
地
は
田
地
十
町
・
屋
敷
二
ヶ
所
・
島

（14）

地
六
反
で
あ
る
。
田
地
を
耕
地
片
毎
に
集
計
す
る
と
、
行
武
名
は
計
十

二
筆
三
町
九
反
一
四
〇
歩
、
若
国
名
は
計
二
十
一
筆
六
町
一
八
〇
歩
で
、

合
計
す
る
と
九
町
九
反
三
二
〇
歩
と
な
り
、
約
十
町
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
耕
地
片
の
平
均
田
数
は
約
三
反
で
あ
り
、
こ
の
恩
賞
地
は
、
散
在

す
る
零
細
な
耕
地
片
を
多
数
集
積
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
屋
敷
は

行
武
名
内
に
二
宇
あ
り
、
畠
は
逆
に
若
国
名
内
に
二
筆
六
反
あ
る
。
こ

の
配
分
状
の
坪
付
に
見
え
る
名
．
ホ
ノ
ケ
の
う
ち
、
若
国
・
松
本
・
河

原
（
こ
う
ら
）
・
柿
田
．
打
越
・
フ
ル
河
（
ふ
る
こ
う
）
・
春
田
（
原
田
）
・

大
牟
田
・
中
島
．
横
枕
な
ど
の
地
名
が
、
小
字
名
そ
の
他
で
残
っ
て
お

（15）

り
、
そ
れ
は
現
在
の
福
岡
市
両
区
柏
原
一
帯
に
分
布
し
て
い
る
°

次
に
、
三
名
の
有
重
跡
に
配
分
さ
れ
た
比
伊
郷
内
の
恩
賞
地
が
ど
の

よ
う
に
伝
来
し
た
か
を
検
討
し
た
い
。
こ
の
配
分
状
に
記
さ
れ
た
田
地

十
町
、
屋
敷
四
ヶ
所
、
島
六
反
お
よ
び
長
測
庄
内
白
田
地
が
被
給
者
三
名

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
分
割
さ
れ
、
知
行
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
所
領
が
鎌
倉
期
に
ど
の
よ
う
に
伝
来
さ
れ
た
か
も
不

明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
三
名
の
中
の
公
重
後
家
の
夫
公
重
は
渋
谷

氏
の
惣
領
で
あ
り
、
有
重
跡
恩
賞
地
の
一
部
が
渋
谷
氏
の
惣
領
家
に
伝

来
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
渋
谷
氏
の
惣
領
で
公
重
の

子
定
円
（
重
基
）
が
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
二
月
八
日
に
子
息
重
勝

（16）

に
与
え
た
譲
状
に
、

一
所
　
筑
前
国
柏
原
内
惣
検
校
屋
敷
田
島

一
所
　
筑
後
国
長
測
屋
敷
地
頭
職

と
見
え
、
ま
た
、
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
十
一
月
三
十
日
重
勝
宛
定

（
l
7
）

円
譲
状
に
も
、

井
比
伊
郷
内

一
所
　
筑
前
国
佐
波
艮
郡
内
長
尾
・
柏
原
両
村
定
円
知
行
分

一
所
　
筑
前
国
長
渕
庄
島
地

と
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
渋
谷
惣
領
家
に
は
、
有

重
跡
恩
賞
地
の
う
ち
、
柏
原
・
長
渕
の
田
島
屋
敷
が
伝
来
し
た
の
で
あ

る
°
先
に
引
用
し
た
正
応
元
年
の
配
分
状
で
は
、
比
伊
郷
内
の
岡
島
屋

敷
が
行
武
名
・
若
国
名
の
両
名
に
散
在
し
て
い
た
が
、
南
北
朝
前
期
に

は
「
柏
原
内
惣
検
校
屋
敷
岡
島
」
「
柏
原
村
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
名
が
消
滅
し
、
か
わ
っ
て
村
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
管
見
の
限
り
、
こ
の
康
永
二
年
二
月
八
日
の
定
円
譲
状
が
、
「
柏
原
」

の
地
名
の
初
見
で
あ
る
°

そ
の
後
、
渋
谷
惣
領
家
が
知
行
す
る
比
伊
郷
内
の
有
重
跡
恩
賞
地
の

「
筑
前
国
柏
原
水
田
・
屋
敷
」
　
は
、
貞
和
五
年
　
（
一
三
四
九
）
　
閏
六
月

（18）

二
十
三
日
、
渋
谷
重
勝
よ
り
子
息
虎
松
丸
（
重
門
）
　
に
譲
ら
れ
た
。
同

所
は
建
徳
二
年
　
（
一
三
七
一
）
十
月
十
五
日
、
重
門
よ
り
子
息
虎
五
郎

（19）

丸
　
（
重
頼
）
　
に
譲
ら
れ
、
至
徳
三
年
　
（
一
三
八
六
）
　
正
月
六
日
に
は
、

（
比
伊
郷
）

渋
谷
一
族
中
の
も
つ
筑
前
国
比
郷
内
本
知
行
分
が
九
州
探
題
今
川
了
俊

（20）

か
ら
安
堵
さ
れ
た
。
同
年
四
月
三
日
に
は
筑
前
国
比
郷
地
頭
職
が
今
川

（21）

了
俊
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
正
月
六
日
付
了
俊
安
堵
状
に

は
、
「
如
元
令
遵
行
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
当
時
渋
谷
氏

の
遠
隔
地
所
領
支
配
が
危
機
に
お
ち
い
り
、
比
伊
郷
柏
原
の
知
行
も
す

6
）

8
　
5

1
　
（
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①
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西
大
手
田

一
所
三
反

麦
田一
所
三
反

柳
田一
所
八
反
半
内
二
反
三
百
歩
東
依

屋
敷
四
ヶ
所

行
武
名
内

一
宇
一
宇

長
測
庄
内

弥
藤
三
一
宇

一
宇

島
地
一
所
八
段

若
国
名
内

中
島一
所
四
反

ヤ
カ
タ
カ
浦

一
所
二
反

長
測
庄
内

南
田一
所
七
反
一
丈
翫
酢
反
内

一
所
四
反
四
丈
許
内

惣
検
校
入
道

六
郎

米
光
名

同
名

（
1
2
）

渋
谷
有
重
が
弘
安
四
年
の
蒙
古
合
戦
で
戦
死
し
た
勲
功
に
よ
っ
て
、

そ
の
跡
で
あ
る
孫
子
亀
王
・
亀
鶴
お
よ
び
養
子
平
次
公
重
法
師
後
家
の

三
名
に
恩
賞
地
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
亀
王
．
亀
鶴
の
両
名
は
「
孫

子
」
と
あ
る
ば
か
り
で
、
具
体
的
な
系
譜
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
平
次

（13）

公
重
は
「
渋
谷
氏
系
図
」
に
よ
る
と
、
有
重
の
兄
で
惣
領
で
あ
る
。
こ

の
「
養
子
」
を
公
重
に
か
け
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
系
図
の
記
事

は
誤
り
と
な
る
し
、
こ
の
系
図
が
正
確
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
養
子
」
は
公

重
後
家
に
か
か
る
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

渋
谷
氏
略
系
図
（
『
入
来
文
書
』
よ
り
作
成
）

定
心

金
丸
元
下
河
原

右
、
就
孔
子
配
分
如
此
、
有
限
仏
神
事
・
本
所
年
貢
、
守
先
例
不
可

有
僻
怠
之
状
如
件
、

正
鷹
元
年
十
月
三
日

（
少
弐
経
資
）

沙
弥
　
（
花
押
）

（
大
友
頼
泰
）

沙
弥
　
（
花
押
）

重
貫
1
－
－
－
1
政
重

公
重

重
高

篤
重

有
重

致
重

8
8
㈲

1

静

重

1

1

1

1

1

重

知

尚

重

…

…

…

重
通

重
継

惟
重
」
田
㌍
…
．

重

村

1

－

－

－

1

竜

氏

i



一
、
渋
谷
氏
へ
の
恩
賞
地
の
検
討

0
　
渋
谷
有
重
跡
恩
賞
地

薩
摩
国
御
家
人
渋
谷
有
重
跡
に
対
し
て
恩
賞
地
が
配
分
さ
れ
た
の

は
、
相
田
二
郎
氏
が
弘
安
の
役
後
第
二
回
配
分
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
正

（ⅱ）

応
元
年
（
一
二
八
八
）
十
月
三
日
で
あ
る
。
そ
の
史
料
を
掲
げ
よ
う
。

弘
安
四
年
蒙
古
合
戦
勲
功
賞
筑
前
国
早
良
郡
比
伊
郷
地
頭
職
配
分
事

一
人
渋
谷
平
四
郎
有
重
法
師
跡
欄
紆
碧
鮎
納
㌔
子

田
地
拾
町

行
武
名

横
枕一
所
一
反
半

松
本一
所
九
反

薗
一
所
九
十
歩

月
田一
所
三
反

下
河
原
田

一
所
二
反
大

柿
田一

所

一

丁

一

反

坂
本一
所
五
反
半

タ
ウ
シ
タ

一
所
二
反
大

打
越
北
一
所
半

打
越一
所
三
反

同
上一
所
五
十
歩

今
山
入
道
薗

一
所
六
十
歩

若
国
名
内

打
越一
所
三
反

同
上一
所
三
百
歩

フ
ル
道
一
所
小

ヤ
カ
タ
カ
浦

一
所
四
反

同
上一
所
一
反
小

ナ
ソ
エ
一
所
半

キ
ハ
ナ
一
所
二
反

カ
キ
ソ
イ

一
所
半

門
田一
所
二
反

河
原
田
一
所
三
反

坂
本一
所
六
反

フ
ル
河
一
所
小

フ
ツ
原
一
所
六
十
歩

基
本一
所
一
反
小

ツ
カ
ミ
カ
下

一
所
一
丁
三
反

中
ヲ
サ
田

一
所
八
反

石
崎一
所
三
反

春
田一
所
二
反
中

0
7
　
）

。
。
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1
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元
逼
恩
賞
地
と
し
て
の
筑
前
国
早
良
郡
比
伊
郷
0

1
渋
谷
氏
知
行
分
1

は
じ
め
に

二
度
に
わ
た
る
蒙
古
襲
来
は
当
時
の
日
本
に
多
大
の
衝
撃
と
影
響
を

与
え
た
。
鎌
倉
幕
府
が
、
襲
来
後
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

懸
案
の
一
つ
が
恩
賞
問
題
で
あ
っ
た
。
新
た
な
恩
賞
地
の
創
出
に
苦
慮

し
た
幕
府
は
、
文
永
の
役
後
は
、
連
泊
元
年
か
ら
弘
安
元
年
に
か
け
て

（1）

恩
賞
配
分
を
行
い
、
弘
安
の
役
後
は
、
計
七
回
に
わ
た
っ
て
配
分
を

（2）

行
っ
た
。
配
分
地
は
筑
前
・
筑
後
・
豊
後
・
肥
前
・
肥
後
．
薩
摩
の
各

国
に
及
ん
で
い
る
が
、
そ
の
対
象
地
は
、
開
所
地
の
ほ
か
は
関
東
御
領

（3）

や
関
東
口
大
地
で
あ
っ
た
。
関
東
御
領
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
は
得

（4）

宗
領
化
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

こ
れ
ら
蒙
古
合
戦
勲
功
地
い
わ
ゆ
る
元
冠
恩
賞
地
の
中
に
、
今
回
の

発
掘
地
を
含
む
筑
前
国
早
良
郡
比
伊
郷
が
あ
る
。
比
伊
郷
は
、
『
和
名
類

衆
抄
』
に
は
「
批
伊
」
と
記
さ
れ
る
和
名
抄
郷
で
あ
り
、
近
世
に
お
い

か

し

わ

ら

　

　

　

　

ひ

ぼ

る

て
は
、
樫
原
（
柏
原
）
・
桧
原
・
東
油
山
・
堤
・
片
江
・
長
尾
・
田
島
・

そ
は
ら

鳥
飼
・
鹿
原
．
荒
江
の
樋
井
川
流
域
の
十
か
村
が
「
樋
井
郷
」
を
形
成

佐
伯
弘
次

し
て
い
た
。
こ
の
比
伊
郷
は
、
正
応
元
年
十
月
三
日
に
、
薩
摩
国
御
家

人
渋
谷
有
重
跡
孫
子
亀
王
・
亀
鶴
・
養
子
平
次
公
重
法
師
後
家
ら
に
田
　
－

地
十
町
．
屋
敷
二
宇
●
島
地
八
段
噂
大
隅
国
御
家
人
祢
寝
清
親
に
田
　
昔

（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

地
五
町
．
屋
敷
一
宇
・
島
地
二
段
四
丈
、
薩
摩
国
御
家
人
武
光
師
兼
に

（8）

屋
敷
一
宇
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
配
分
状
は
現
存
し
な
い
が
、

肥
前
国
御
家
人
龍
造
寺
家
益
・
渋
谷
惟
重
・
渋
谷
致
垂
ら
に
も
郷
内
の

（9）

田
地
・
島
地
・
屋
敷
等
が
配
分
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
肥
後
国
御

家
人
阿
蘇
氏
に
対
し
て
も
「
筑
前
国
早
良
郡
比
伊
郷
内
勲
功
之
賞
田
地
」

（10）

が
配
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
早
良
郡
比
伊
郷
内
の
元
冠
恩
賞
地
に
つ
い
て
、
御

家
人
ご
と
に
、
そ
の
配
分
お
よ
び
伝
来
の
状
況
を
検
討
し
、
恩
賞
地
と

し
て
の
比
伊
郷
が
惣
領
制
の
中
で
ど
の
よ
う
に
相
伝
さ
れ
た
か
、
ま
た

こ
れ
ら
薩
摩
・
大
隅
の
在
地
領
主
た
ち
の
遠
隔
地
所
領
支
配
が
い
か
な

る
変
遷
を
と
げ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。


